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河
内
国
若
江
郡
八
尾
東
郷
村
の
彌
性
園
蔵
九
代
当
主
田
中
元
資

と
十
代
寛
治
郎
の
診
療
録
が
今
回
整
理
さ
れ
た
。
当
時
和
紙
は
貴

重
で
裏
を
習
字
の
手
習
い
に
使
い
そ
れ
を
さ
ら
に
襖
や
衝
立
の
裏

貼
り
に
し
た
た
め
散
逸
を
免
れ
た
。
カ
ル
テ
と
し
て
は
安
政
七
年

か
ら
慶
応
四
年
の
も
の
が
解
読
さ
れ
て
い
て
漸
次
体
裁
が
整
い
最

も
新
し
い
も
の
は
罫
紙
に
彌
性
園
の
ネ
ー
ム
入
り
で
こ
れ
ら
と
は

別
に
大
福
帳
形
式
の
出
納
簿
が
あ
る
。
病
名
の
記
載
は
な
く
合
剤

の
処
方
か
ら
推
測
で
き
る
。
消
化
器
・
呼
吸
器
・
婦
人
科
・
皮
層

科
・
小
児
科
・
泌
尿
器
科
の
順
に
疾
患
が
多
く
寄
生
虫
・
発
熱
・

欝
病
・
湿
疹
・
中
耳
炎
・
四
肢
関
節
痛
・
眼
疾
・
衰
弱
・
栄
養
失

調
・
痔
疾
・
動
悸
・
浮
腫
な
ど
も
少
な
く
な
い
。

男
性
患
者
が
圧
倒
的
に
多
く
小
児
を
入
れ
る
と
八
割
を
占
め
使

用
人
の
受
診
が
目
を
魅
く
。
多
分
こ
の
地
で
は
農
民
や
商
人
の
経

済
力
が
高
く
身
分
差
別
も
み
ら
れ
ず
自
由
閼
達
な
風
土
が
窺
え

75

彌
性
園
蔵
幕
末
期
の
診
療
録

田
中
祐
尾

る
。
勿
論
誰
も
が
医
者
に
罹
れ
た
わ
け
で
な
く
調
査
対
象
の
東
郷

村
中
心
九
ヶ
村
の
人
口
四
二
九
○
人
中
受
診
し
た
の
が
二
五
八
軒

の
五
○
○
人
弱
で
あ
っ
た
。

コ
レ
ラ
や
流
感
の
襲
来
期
に
は
当
然
死
亡
が
多
く
受
診
者
数
に

大
差
が
あ
る
が
平
年
の
延
べ
受
診
者
の
平
均
は
四
百
人
弱
で
あ

る
。

転
帰
は
全
快
の
記
入
が
多
く
全
快
率
七
○
％
、
再
出
（
発
）
と

休
薬
で
五
％
、
残
り
が
中
断
と
死
亡
で
あ
る
。
薬
代
は
一
括
払
い

が
大
部
分
で
平
均
一
病
期
に
つ
き
現
在
の
一
万
円
強
と
高
額
で
あ

る
。
当
時
超
貴
重
品
だ
っ
た
砂
糖
を
使
っ
た
菓
子
に
よ
る
菓
子
代

と
い
う
記
載
が
た
び
た
び
あ
り
薬
代
に
添
え
て
医
師
に
贈
る
現
在

の
慣
習
に
生
き
て
い
る
。
収
穫
期
に
は
米
札
と
い
う
記
入
が
あ
り

こ
れ
は
米
屋
へ
の
党
換
券
で
、
薬
代
に
替
え
た
と
思
わ
れ
る
。

彌
性
園
文
庫
に
は
当
時
漢
方
医
学
の
書
籍
だ
け
で
四
百
二
十
部

数
百
冊
が
在
庫
し
、
そ
の
処
方
内
容
の
特
徴
と
し
て
独
自
の
工
夫

と
画
一
を
避
け
る
手
法
が
目
立
つ
。
サ
フ
ラ
ン
・
ベ
ラ
ド
ン
ナ
・

キ
ナ
と
い
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
医
学
の
薬
名
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

治
験
成
績
が
彌
性
園
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
『
彌
性
園
方
函
』

の
完
成
へ
と
繋
が
る
こ
と
と
な
る
。



477 日本医史学雑誌第48巻第3号(2002)

江
戸
期
を
通
じ
て
医
師
に
カ
ル
テ
の
記
載
義
務
は
な
く
、
各
人

が
独
自
の
記
載
を
残
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
け
れ
ど
も
各
地
で

余
り
系
統
的
報
告
は
な
い
。
彌
性
園
の
世
襲
医
師
が
地
域
の
医
療

へ
の
使
命
感
か
ら
こ
の
よ
う
な
メ
モ
を
積
み
重
ね
た
と
す
れ
ば
少

な
く
と
も
こ
の
地
方
で
の
ユ
ニ
ー
ク
な
医
学
遺
産
と
の
評
価
が
可

能
で
あ
る
。

以
上
の
統
計
は
大
部
分
が
森
田
康
夫
氏
（
樟
蔭
東
女
子
短
大
）
の

労
作
に
よ
る
。

（
大
阪
市
立
大
学
医
学
部
）


